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牛呼吸器複合病（BRDC）は，種々のウイルスや細菌

の混合感染によって引き起こされる呼吸器症の総称であ

り，子牛における死廃率の高さから経済的損失をもたら

す疾病の上位に位置している［1h3］．BRDC原因菌の

一つとして，Mycoplasma bovisは非常に重要であり

［1, 3, 4］，本菌が分離されたBRDCは国内外で散発し，

コントロールの重要性が指摘されている［2h6］．しかし

ながら，その浸潤状況は報告されていない．そこで今

回，国内の農場において，牛の鼻腔ぬぐい液をスワブに

て採材し，市販のマイコプラズマ用培地を用いて

Mycoplasma属菌の分離・同定を試みた．

2010 年8～12月に国内11道県（北海道，山形，宮

城，千葉，愛知，兵庫，岡山，愛媛，高知，鹿児島，沖

縄）の26農場194頭（1日齢～15カ月齢，黒毛和種84

頭，ホルスタイン種35頭，交雑種75頭）から鼻腔ぬぐ

い液を採取した．試料はマイコプラズマ用液体培地（ミ

ヤリサン製薬譁，東京）に接種し，冷蔵下で輸送した．

本培地は，乳房炎の牛の乳試料からのMycoplasma分離

に用いられているが［7］，呼吸器からのMycoplasma属

菌の分離に供試した報告はない．当該試料を新しいマイ

コプラズマ用液体培地及びMhbroth［8］に接種し，

37℃，2～5日間好気増菌培養した．また，送付された

試料から直接DNAを抽出し，Mycoplasma属を特異的

に検出するプライマー（GPOh3; 5'hGGGAGCAAA

CAGGATTAGATACCCTh3'， MGSO; 5'hTGCACC

ATCTGTCACTCTGTTAACCTCh3'）［9］，を用いて，

採取した鼻腔ぬぐい液中のMycoplasma属遺伝子を検出

した．

培養後の増菌液をマイコプラズマ用寒天培地（ミヤリ

サン製薬譁，東京）［7］及びMhagar［8］に接種し，

37℃，5％CO2 下で2～5日間培養後，発育したコロニ

ーを釣菌・継代してクローニングした．菌種の同定は，

生化学的性状検査及び菌種特異的プライマーを使用した

PCR法で実施した［10, 11］．PCR法で使用したプライ

マーは，M. bovis（MbvhF; 5'hTTTTAGCTCTTTTTG

AACAAATh3'， MbvhR; 5'hGGCTCTCATTAAGAA

TGTCh3'）［10］，M. alkalescens（MakhF; 5'hGCT

GTTATAGGGAAAGAAAACTh3'， MakhR; 5'hAGA

GTCCTCGACATGACTCGh3'）［11］及びM. bovirhi-

nis（ MbrhF; 5'hGCTGATAGAGAGGTCTATCGh3'，

MbrhR; 5'hATTACTCGGGCAGTCTCCh3'）［11］を

それぞれ特異的に検出するものであった．

76検体について前述した2種の培地を使用し，分離率

及び分離菌種について比較した．さらに118検体につい

ては，マイコプラズマ用液体培地及び寒天培地のみを使

用した．Mycoplasma属菌の分離率及び感染個体の有症

率の95％信頼区間を，フリー統計ソフトウエア「R」（R

Development Core Team, http://www.R-project.
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（26.8％）より有意に高かった．M. bovis分離率及び有症率は，2～3カ月齢で高く，分離率に品種差はなかったもの

の，有症率はホルスタイン種が黒毛和種及び交雑種に比較して有意に高かった．
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org.）を用い，2項分布に基づいて推定し，信頼区間の

重なりのないものを有意な差とみなした．

調査した26 農場194 頭のうち，25 農場（96 .2 ％），

180頭（92.8％）から，Mycoplasma属の遺伝子が検出

され，うち146頭（75.3％）からMycoplasma属菌が分

離された．34頭については，Mycoplasma属遺伝子検出

のみで，菌は分離されず，また菌種特異的プライマーに

よる検出も陰性であった．分離された菌種は，M. bovis

が最も多く（90頭46.4％），続いてM. bovirhinis（62

頭32.0％）及びM. alkalescens（16頭8.2％）の順であ

った．76検体について，市販のマイコプラズマ用液体

培地及び寒天培地と従来のMhbroth及びMhagarを使

用して分離率を比較した．その結果，Mycoplasmaの分

離率はともに64.5％（49/76）であり，菌種別でも分離率

はすべて等しく，M. bovis 42.1％（32/76），M. bovirhinis

23.7％（18/76）及びM. alkalescens 0.0％（0/76）で

あったが，M. bovirhinisについては，1種類の培地での

み分離されたものが各 1 検体あり，それはともに

M. bovisも同時に分離された検体であった．牛の呼吸器

官にMycoplasma属菌が感染した場合，呼吸器症状及び

外耳下垂を呈することが報告されている［3, 6, 12, 13］．

これらの症状の認められた農場（有症牛群）と認められ

なかった農場（無症状牛群）で比較したところ，有症牛

群では無症状牛群よりもM. bovisの分離率が有意に高

かったが，M. bovirhinis及びM. alkalescensではこの

ような差違は認められなかった（表1）．国内では，牛の

肺炎原因菌を特定する目的で，有症牛及びその同居牛の

呼吸器からMycoplasma属菌を分離した報告は過去にあ

るが，症状の有無に関わらずMycoplasma属菌の浸潤状

況を調査した報告はわれわれの知るかぎり本報告が最初

である．

個体別では，呼吸器症状を呈した牛 64 頭中 43 頭

（67.2％），外耳下垂を呈した牛16頭中10頭（62.5％）

からM. bovisが分離されたが，これは無症状牛からの

分離率（37.0％，47/127）よりも有意に高率であった．

一方，M. bovirhinis及びM. alkalescensでは，症状の

表 1　有症牛飼養農場と無症状牛飼養農場由来鼻腔ぬぐい液からのMycoplasma属菌分離率の比較 

呼吸器症状または 
外耳下垂症状 
がある農場 

農場数 採材頭数 
Mycoplasma
分離陽性率（％） 
（95％信頼区間） 

分離陰性率 
（％） 

M. bovis M. bovirhinis M. alkalescens

菌種別分離陽性率（％） 
（95％信頼区間） 

 
17 
 

 
9 
 

 
26 

 
138 
 

 
56 
 

 
194 

113/138 
81.9％ 

（74.6h87.4） 

33/56 
58.9％ 

（45.9h70.8） 

 146/194 
75.3％ 

（68.7h80.8） 

75/138 
54.3％ 

（46.0h62.4） 

15/56 
26.8％ 

（17.0h39.6） 

90/194 
46.4％ 

（39.5h53.4） 

44/138 
31.9％ 

（24.7h40.1） 

18/56 
32.1％ 

（21.4h45.2） 

62/194 
32.0％ 

（25.8h38.8） 

15/138 
10.9％ 

（6.7h17.2） 

1/56 
1.8％ 

（0.0h9.6） 

16/194 
8.2％ 

（5.1h13.0） 

25/138 
18.1％ 

（12.6h25.4） 

23/56 
41.1％ 

（29.2h54.1） 

48/194 
24.7 

（19.2h31.3） 

上記の症状 
のない農場 

表 2 　牛の鼻腔ぬぐい液からのMycoplasma属菌分離率の症状別比較 

菌　種 

M. bovis

Mycoplasma 
分離陽性率（％） 
（95％信頼区間） 

n＝194

90/194 
46.4％ 

（39.5h53.4） 

62/194 
32.0％ 

（25.8h38.8） 

16/194 
8.2％ 

（5.1h13.0） 

146/194 
75.3％ 

（68.7h80.8） 

症状別Mycoplasma分離陽性率（％） 
（95％信頼区間） 

呼吸器症状（＋） 
n＝64

43/64 
67.2％ 

（55.0h77.4） 

17/64 
26.6％ 

（17.3h38.5） 

6/64 
9.4％ 

（4.4h19.0） 

58/64 
90.6％ 

（81.0h95.6） 

外耳下垂（＋） 
n＝16

10/16 
62.5％ 

（38.6h81.5） 

4/16 
25.0％ 

（7.3h52.4） 

3/16 
18.8％ 

（4.0h45.6） 

15/16 
93.8％ 

（71.7h98.9） 

無症状牛 
n＝127

47/127 
37.0％ 

（29.1h45.7） 

43/127 
33.9％ 

（26.2h42.5） 

9/127 
7.1％ 

（3.8h12.9） 

85/127 
66.9％ 

（58.4h74.5） 

全　体 

M. alkalescens

M. bovirhinis
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有無による分離率の差は認められなかった（表2）．有症

牛群と同居している無症状牛からのM. bovi s分離率

（45 .1 ％，32/71）が，無症状牛群のそれ（26 .8 ％，

15/56）よりも高い傾向にあった．

M. bovisについて月齢別の分離率及び分離陽性牛の有

症率をみると，2～3カ月齢で最も分離率及び有症率が

高くなっていた（表3）．Mycoplasma性肺炎の発症に

は，幼齢期の移動や取り扱いのストレスが深く関わって

おり，発症個体では鼻汁中のM. bovis数が上昇し，周

囲への感染のリスクを高めることが報告されている

［13］．また，M. bovis感染個体と同居した群では，1週

間以内に群内に感染が浸潤し，2週間ほどで発症すると

されている［13］．今回の結果から，M. bovisが関与し

た呼吸器病の制御に対して，この2～3カ月齢期の飼養

管理が重要であることが示唆された．

M. bovisの分離率及び有症率を牛の品種別にみると，

分離率に品種間差はなかったが，呼吸器症状または外耳

下垂の有症率はホルスタイン種が黒毛和種及び交雑種に

比べて高かった（表3）．このことについて，最も有症率

の高かった2～3カ月齢前後の哺乳あるいは離乳，カー

フハッチ個別飼育あるいは群飼等の子牛の飼養環境の違

い，Mycoplasma性乳房炎の発生状況について検討する

必要がある．

今回の調査では，外耳下垂を呈した牛16頭中15頭の

鼻腔スワブ検体からMycoplasma属菌が分離され，最も

多く分離された菌種はM. bovis（62.5％）であった（表

2）．外耳下垂有症牛のうち11頭（68.8％）がホルスタ

イン種であり，これらはすべて2カ月齢であった．また

12頭（75.0％）は呼吸器症状も併発していた．本調査

では，中耳炎あるいは外耳炎について確認していなかっ

たが，L a m mら［12］は，米国での調査において，

Mycoplasma性中耳炎が1～2カ月齢の乳牛で有意に高

く，うち77％が肺炎も併発しており，耳から分離され

たMycoplasma属菌の84％がM. bovisであったことを

報告している．本調査でも同様の結果が得られた．ま

た，Maedaら［6］は，外耳下垂を呈した牛の耳腔及び

鼻腔から同時にM. bovisが分離されることを報告して

おり，耳腔と鼻腔の採取部位別分離率及び分離菌種の違

いをさらに検討する必要はあるが，外耳下垂有症牛の起

因菌分離を試みる際に，鼻腔ぬぐい液を材料とすること

は，採材の容易さからも有用である可能性がある．

今回の調査の結果，有症牛群におけるM. bovisの高

い浸潤率が認められたと同時に，無症状牛群でも，

Mycoplasma属菌が58.9％（うちM. bovisは26.8％）

から分離され，過去の報告［14］に比較してMycoplas-

ma属菌が広く国内の牛飼養農場に浸潤していることが

明らかとなった．また，M. bovisの分離率及び有症率

に，月齢差，品種差があることも示唆された．近年，呼

吸器症状を呈した牛の気管から高率にM. bovisが分離

される事例が報告［15, 16］され，BRDCを診断する上

で本菌の検出は必要不可欠と考えられる．今回の成績は

本菌の関与するBRDCコントロールの一助になると考

えられた．また，本菌の調査が進展しないことの理由の

一つに，分離培地の作製の煩雑さがあるが，本調査にお

いて，76検体について2種の培地で分離率及び分離菌種

の比較調査を実施した結果，それらの培地間で違いは認

められず，市販のマイコプラズマ用培地が牛の呼吸器か

らのM. bovis，M. bovirhinisあるいはM. alkalescens

の分離に有用であることが示された．一方で，供試検体

からMycoplasma遺伝子は検出されたにもかかわらず，

菌が分離されなかったものについて，検体中の

Mycoplasmaが死滅していたことの他に，本試験で使用

した培地は，M. disparまたはUreaplasmaの培養には

適していないため，病変部にこれらが存在していても，

分離されなかった可能性も考えられた．Ureaplasma

diversumやM. disparは，牛での肺炎起病性が確認さ

れており［13］，わが国においても1970年代に集団保育

表 3　Mycoplasma bovis分離率と有症率の月齢別・品種
別比較 

M. bovis
分離陽性率（％） 
（95％信頼区間） 

M. bovis分離陽性個体の 
有症率（％）（95％信頼区間） 

呼吸器症状（＋） 外耳下垂（＋） 

 

21/60 
35.0％ 

（24.2h47.6） 

51/79 
64.6％ 

（53.6h74.2） 

10/22 
45.5％ 

（26.9h65.3） 

8/33 
24.2％ 

（12.8h41.0） 

 

30/84 
35.7％ 

（26.3h46.4） 

43/75 
57.3％ 

（46.1h67.9） 

17/35 
48.6％ 

（33.0h64.4） 

90/194 
46.4％ 

（39.5h53.4） 

 

5/21 
23.8％ 

（10.6h45.1） 

29/51 
56.9％ 

（43.3h69.5） 

6/10 
60.0％ 

（31.3h83.2） 

3/8 
37.5％ 

（8.5h75.5） 

 

8/30 
26.7％ 

（14.2h44.4） 

21/43 
48.8％ 

（34.6h63.2） 

14/17 
82.4％ 

（59.0h93.8） 

43/90 
47.8％ 

（37.8h58.0） 

 

0/21 
0.0％ 

（0.0h13.1） 

10/51 
19.6％ 

（11.0h32.5） 

0/10 
0.0％ 

（0.0h25.9） 

0/8 
0.0％ 

（0.0h31.2） 

 

0/30 
0.0％ 

（0.0h9.5） 

1/43 
2.3％ 

（0.1h12.3） 

9/17 
52.9％ 

（31.0h73.8） 

10/90 
11.1％ 

（6.1h19.3） 

月　齢 

～ 1M 
 

2～ 3M 
 

4～ 5M 
 

6～15M 
 

品　種 

黒　和
 

 
 

交雑種
 

 
 

ホルスタ
イン種 

 

全　体 
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された乳用雌牛の肺炎病変からUreaplasmaが高率に分

離されること［17］やその病理像の報告がなされている

が［18］，今日のBRDCとの関連は不明である．今後

は，これらの菌種も含め，総合的に調査を進める必要が

ある．

以上のことから，今回の調査では，M. bovisが国内に

高度浸潤していることが明らかとなり，その浸潤状況に

月齢差・品種差がある可能性が考えられた．また，今後

の調査を行う上で，市販の調製済みマイコプラズマ用培

地を利用することは，煩雑な培地調製を省略でき，特に

肺炎起病菌として重要なM. bovisについて野外調査が

進み，対策に関する知見が多く得られるものと期待され

る．

最後に，本調査における試料採取にご協力いただいた方々に

深謝する．
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Investigation of Respiratory Infectious Mycoplasmas in Cattle in Japan
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SUMMARY

Mycoplasmas were isolated from nasal swabs taken from in 194 cattle raised on 26 farms in 11 prefectures in
Japan from August to October 2010.  A total of 146 cattle (75.3%) on 25 farms (96.2%) tested positive for the iso-
lation of mycoplasmas, with M. bovis in 90 cattle, and M. bovirhinis and M. alkalescens in 62 and 16 cattle, respec-
tively.  The isolation rate of M. bovis in herds with respiratory and/or drop ear symptoms was higher than that
in asymptomatic herds.  The incidence of respiratory and/or ear drop symptoms and isolation rates of M. bovis
were higher in 2 to 3 month-old calves than in other age groups.  Differing isolation rates of M. bovis were not
observed among Japanese black, Holstein, and crossbred cattle, although the incidence of respiratory and/or
drop ear symptoms was higher in Holstein cattle. ― Key words : BRDC, drop ear, Mycoplasma.
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